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 (1)まず、黒石 5 個を並べ，縄でしばった

白石 2個を図のように黒石の両端や間に

並べます。 

 

 

両端が 2か所，間が 4か所で，2個の白に

は順番がないので，そのまま， 

  2+4=6 通り 

 

  ●  ●  ●  ●  ● 

        〇〇 

 

6 通り 

(2)全部並べたときの個数は 7 個ですから 7

個入る箱をかきます。 

  

 

ここから，2 個の白石の場所を決めれば黒石

の場所は自動的に決まります。 

          ↓ 

    7 から 2 選ぶ方法 

     
7×6

２×1
= 21 通り 

(例) 

 〇   〇   

 

21 通り 

(3) 白石が 2 個なので同数の 

黒石を左に並べてしまいます。 

      

●● ●●●〇〇 

残りの 5 個のうち白

2 個の場所を決めれ

ば自動的に黒が決

まります。 

残り 

         

AB  ●● 〇〇●●● 

AC  ●● 〇●〇●● 

AD  ●● 〇●●〇● 

AE  ●● 〇●●●〇 

BC  ●● ●〇〇●● 

BD  ●● ●〇●〇● 

BE  ●● ●〇●●〇 

CD  ●● ●●〇〇● 

CE  ●● ●●〇●〇 

DE  ●● ●●●〇〇 

 

A B C D E 白石が AB にあるとき

赤線の場所で切ったと

き黒白が同数になって

しまいます。 

したがって，必ず黒石

が白石より多くなるの

はこの 9 通りです。 

 

9 通り 

（３）は予習シリーズの別解です。 

6 年上第 4 回 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

左の図で，O は円の中心で BC は直径です。 

OC=OA=OB=半径なので 2 つの三角形は二等辺三角形です。 

 

     三角形の内角の和は 180 度より， 

   ●＋●＋△＋△=180 度 → ●＋△=90度 

           よって，角 A は直角 

(2) 上の説明より，直径を 1 辺とする三角形はすべて直角三角形になります。 

直径を 1辺とする三角形は下の図のように 6通りで、直径は，AE，BF，CG，DH の 4通

りあるので， 

直角三角形の個数は 

   6x4 =24 個 

 

 

24 個 



 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 合同な三角形を 1 種類とすると，何種類の三角形ができますか。 

 ★３辺の辺の長さで三角形の種類を区別します。 

  頂点 A を基準にして考えると下の 5 種類になります。 

  （☆印の 3 個は二等辺三角形になります。） 

   

 

5 種類 


